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『日本ニュース映画』を対象とした 

デジタルアーカイブシステムの構築とその評価 

 

守屋 豊     亀山 渉 

早稲田大学大学院 国際情報通信研究科 

 

  国立歴史民俗博物館及び川崎市市民ミュージアムとの共同研究で、

「日本ニュース映画」（1946 年～1951 年:第 1 号～第 312 号）の映像

資料とそのナレーションテキストについて、歴史研究及び将来的な展

示に利用するためのデジタルアーカイブシステムの構築を行ってき

た。 

 今回は完成したシステムについて、その構築過程より明らかとなっ

たシステム設計上の問題点を整理し、併せて汎用性や持続性、及び拡

張性等について評価し考察を行う。 

 

 

Making Digital Archive System for "Nippon News"  

and Its Evaluation 

 Yutaka Moriya   Wataru Kameyama 

GITS, Waseda University 

A joint research project about "Using News Movies for Historical 

Study" with National Museum of Japanese History in cooperation 

with Kawasaki City Museum has been conducted. In this research, 

methods to transform the films of “Nippon News” (from year 1946 to 

1951, number 1 through 312) and its transcribed narration texts into 

a database are explored. The purpose is to facilitate the active 

utilization of the archive in historical research and future exhibition.  

In this paper, we report the evaluation result on usability, 

sustainability and scalability of the completed system. 

 

 

1. はじめに 

 情報は発生から時を経るごとに目的のものを探し出すことが困難となってしまう。

現在は解散したものの、日本では 1996 年に「デジタルアーカイブ推進協議会」が設立

された［1］。以来、博物館及び博物館関連施設においても、資料のマルチメディア化

に伴いデジタルアーカイブの整備が急速に進められてきている［2］。しかしながら中

には、「情報技術の先進性や構築実績に重点がおかれ、実際にそれらが、利用・活用さ

れているかが明確でない」、また「ユーザフィードバックやコンテンツの随時更新など

デジタル技術を活かした機能が実装されていない」といった現状も報告されている［3］。
このような背景を踏まえた上で本研究では、国立歴史民俗博物館及び川崎市市民ミュ

ージアムより提供を受けた戦後の映像資料「日本ニュース映画」（1946 年～1951 年:
第 1 号～第 312 号）のコンテンツを対象に、博物館関係者間で歴史研究に用いるため

のデジタルアーカイブシステムの構築に取り組んできた。 
 EIP-43 ではその全体的なシステムの設計構想について、続く EIP-44 においてはプロ

トタイプシステムの設計案について報告を行ってきた[4][5]。今回はそれら一連のまと

めとして、システム構築過程より明らかとなった設計上の問題点について整理し、併

せてその汎用性や持続性、及び拡張の可能性について評価を行う。 
  

2. 関連研究調査報告 

 
 文献[5]では、先行事例として、東京国立博物館、東京近代美術館、NPO法人地域資

料情報化コンソーシアムを対象に主にメタデータスキーマの構成に着目ついて報告を

行った。そこで今回はアーカイブシステム全体の構成に関しての追加調査について報

告する。しかしながら、最新のアーキテクチャに関しては一般公開されている一部の

システムを除き、論文などから伺い知ることが困難であったため、情報学系のシンポ

ジウムにおけるデモセッションなどに実際に足を運んで調査を実施した（注1）。 
 

2.1  商用システム 

 
2.1.1  廣済堂:Museum Databank 

 廣済堂では博物館向けの収蔵品管理及びマルチメディアデータベースシステムとし

てASPサービスによる"Museum Databank"を提供している[6]。このシステムではデー

タベースエンジンに"TX1"を用いており内部データは全てXML形式で格納され、大容

量なデータの高速検索を可能としている。また、管理項目の拡張が容易であり、ホー

ムページ用コンテンツや来館者用コンテンツを一元化して扱えることもメリットとし

て掲げられている。 
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2.1.2 早稲田システム:I.B.MUSEUM2005 

 "I.B.MUSEUM2005"は、前者と異なって、完全なパッケージソフトとして提供され

ており、博物館・美術館用にそれぞれ、業務・情報発信に必要な機能が用意されてい

る[7]。また、2008年からは本システムを応用した博物館資産活用・地域ICT支援シス

テムとして「まつもとまるごと博物館」の運用が始められている[8]。これは、

I.B.MUSEUM2005を用いて開発された地域内の博物館システムを、「地域内博物館統

合データベース」として取りまとめ、ウェブサイトで一般公開するという試みで、観

光振興面においても活用が期待されている。 
 

2.2  博物館 館内開発システム 

 
 東京国立博物館 
 東京国立博物館では2005年より「博物館情報処理に関する調査研究プロジェクト」

を立ち上げ、自館の収蔵品管理システムについて、収蔵品情報に関する業務支援、ま

た博物館間での情報共有を目指し体系的な資料情報のモデル化を行ってきている[9]。
プロジェクトの具体的な取り組みについては、それぞれについて詳細な報告がまとめ

られているため、そちらに譲ることとするが、本システムにおいて特徴的なのは、研

究利用のためのデータについては含まず、あくまで管理ということに特化させること

によって、収蔵品の受け入れから貸与など、ワークフローに合わせた「流れ」を管理

することが可能になったということである[10]。内部におけるデータベースについて

は、文書と画像ファイルという定型的なデータを扱うことが、あらかじめ決まってい

ることから、リレーショナルデータベースを採用しているとのことであった。 
  

2.3  研究開発ベースによるシステム 

 

 慶應大学デジタルアーカイブリサーチセンター 
 慶應大学では、「デジタルアーカイヴ・リサーチセンター」を中心に数年単位の大き

なプロジェクトを展開している[11]（注 2）。ここでは、貴重書についてのデジタル化

の方法論を中心に、4 つのサブプロジェクトから構成されている。その中の一つ「ア

ート・アーカイヴにおける『制作モデルのアーカイヴィング』モデルの拡張および『文

化情報アーキヴィストの養成』」プロジェクト内では、「土方巽アーカイヴス」の構築

を試みている。ここではメタデータスキーマとして、既存の”VRA core”を基にしてコ

ンテンツに則して構築者が独自に拡張を施したメタデータスキーマ規格を用いてデー

タベースの構築を行ったとの報告がなされている[12]。 

 
2.4  調査研究のまとめ 

 昨今の動向として、データ形式については汎用性の高さから XML 形式が広く受け入

れられており、またデータベースについては用途によって柔軟に使い分けられている

ことが伺い知れた。さらにシステム設計に際しては、他館や自館の他システムとの情

報共有を見据えることが必要とされているようである。しかしながら、 

 

・既存のシステムから別のシステムへ向けたデータの具体的な移行事例 

・複数の異なるステークホルダによって構築されたシステムの相互運用性の実現 

 

といった報告については、今回及び前回までのサーベイにおいては見あたらなかった。

（2.1.2 の事例については、元来 I.B.MUSEUM2005 を基礎として作られたシステムを統

合していることから、後者に当てはまらないと判断した。） 

 

3. システムアップデート 

 ここでは、文献[5]において構築を行った「日本ニュース映画」デジタルアーカイブ

システムについて、試験運用後のフィードバックと、それをもとに実施したアップデ

ートの過程について説明する。まず、プロトタイプ運用後に明らかとなった、システ

ムについての改善提案と改良作業ついて述べる。 
 

3.1 改善提案 

 
a. インターフェースについて 
・コンテンツ、サムネイル、ナレーションデータを一画面で閲覧したい。 
 
b. コンテンツ検索機能について 
・キーワード検索において AND・OR 検索が必要。 
 
c. コンテンツ編集機能について 
 （コンテンツ編集機能：本システムでは、データベース内のナレーションの校正作業を行う

ための機能を備えている） 
・編集前（校正前）のコンテンツについても保存しておきたい。 
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3.1.1 アップデート作業 
a. インターフェースについて 
 インターフェースは要望の多かった、一画面においてタイトル、コンテンツ、ナレ

ーションが表示されるように改めた。 

 
図 1. コンテンツ検索システム(アップデート後) 【サムネイルにはダミーを用いている】 

b. コンテンツ検索機能について 
 XPath に変更を加えることで論理演算が可能なように修正した。また負荷テストに

より検索時間についてもストレスを感じない時間内で検索か確認した。 
 
c. コンテンツ校正機能について 
 校正ツール内の補助ツールに関して、使用しない機能を削除しエディタ内のインタ

ーフェースを見易くした。 

 
図 2. コンテンツ編集システム (アップデート後)【1/2】 
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 また、編集前のコンテンツについて、校正作業終了後に前データを別のデータベー

スに移し、後から確認が可能となるようにした。 

 
 
図 3. コンテンツ編集システム (アップデート後)【2/2】 

4. 評価実験 

 ここではシステムに関して行った汎用性や持続性、及び拡張性等に関する評価実験

について述べる。 
4.1 利用者評価アンケート調査 

 
 構築したシステムについての評価として、システムの利用者を対象に簡単なアンケ

ート調査を行った。被験者は 4 名であり、以下の 4 項目についてそれぞれ調査を行っ

た。 
 
 
 
 
 
それぞれ 1（悪い）から 5（最も良い）の五段階評価にて記入を依頼し、集計を取った。 
以下にその結果の平均値を示す。 

表 1. 評価アンケートの結果 
Q.1 データベースの項目についての適切性 4.25 
Q.2 コンテンツ検索システムについての操作性 3.5 
Q.3 コンテンツ編集システムについての操作性 3.5 
Q.4 マニュアルに関して理解の度合い 4.5 
  
 アンケート調査の結果、全体としては平均値を上回っていることが確認された。コ

ンテンツ検索システム及び編集システムについてはインターフェースの作り込みが問

題であったと考えられる。この部分については後の検討課題（4.3.1）の部分で議論し

たい。 
 また、マニュアルに関しては、アップデートごとに版を改めたが、それ以外にも、

複数回フィードバック（利用者に分かりづらい部分について聞き取り調査）を受ける

機会を得て作り込みを重ねた結果、かなりの理解を得られたとみられる。 
 

4.2 汎用性に関して 

 汎用性については先に述べた当該分野のシステムに関する先行研究調査からは有為

な情報を得られなかった点であり、また今回のシステム化に際して、特に気を配った

部分でもある。現実的に起こり得る可能性を勘案し、現在使用中のデータベース内の

データを、そのまま他のシステムへ移し替える実験を実施した。対象には博物館関係

のデータベースパッケージウェアとして、一般的な”FileMaker Pro”を利用して行った。

Q.1 データベースの項目についての適切性について １・２・３・４・５ 
Q.2 コンテンツ検索システムについての操作性   １・２・３・４・５ 
Q.3 コンテンツ編集システムについての操作性   １・２・３・４・５ 
Q.4 マニュアルに関して理解の度合い       １・２・３・４・５ 
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結果としては、現在使用している TV-Anytime メタデータのスキーマを FileMaker Pro
側に引き継ぐのみで、容易にデータの移行に耐えうることが分かった。プロトタイプ

システム構築の際には、提供を受けた Word ファイルから半手作業でタグの付与を行

ったが、今回の実験から、今後のシステム移行時にはこのような作業は発生しないも

のと考えられる。XML による組版についてもすでに一般普及していることから、出版

に伴う作業の際にもデータを一から入れ直すなどの煩雑な作業は必要ないと思われる。 
 

4.3 拡張の可能性 

4.3.1  インターフェスに関して 
 インターフェースは個々人によって使い勝手が異なるものであり、ここでは数パタ

ーンを提示し、意見の多かったものを採用した。しかし、評価結果から推察すると、

ユーザー側でカスタマイズが可能な自由度を持たせるようにすべきであったと考える。 
 

4.3.2 拡張モジュール 
 今回は実装にまで至らなかったが、アプリケーションをサーブレットとして加える

ことで、様々な機能について拡張の幅を広げることができる。ここでは検索語彙拡張

モジュールについて提案する。 
 現行システム（図 5）の DWRServlet と Java オブジェクトの間に、図 4 に示すよう

な拡張モジュールを加える。ワークフローは以下のようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 現在、コンテンツについてジャンル情報は付与されていない。しかし今後、利用者

間での運用を通して様々なメタデータが付与されることで、よりセマンティクスなコ

ンテンツ検索が可能となる。具体的には(3)’のシソーラスを介することで、BT や NT
が提示され、検索の幅を広げるなどが考えられる。 
例：スポーツに関するニュースを選択：野球、ラグビー、競泳などの選択肢を表示する。 
 

Java
オブジェクト

Search 
/Browser
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Query
Expansion
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Dictionary
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(1)’
Query

(7)’
Result
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Servlet

(2)’
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Uploadボタン
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図 5. 現在のシステムの全体構成 

(1)’ DWR から受け取ったキーワード（Query）を Query 
Expansion engine に渡す 
(2)’ (1)’で受け取ったキーワードを辞書（シソーラス）に送る 
(3)’ 辞書を使って拡張を行った Query を戻す 
(4)’ 拡張された Query を Search/Browser engine に送る 
(5)’ Java オブジェクトへ送り処理を実行する 
(6)’ 結果を Search/Browser engine へ戻し整形を行う 
(7)’ 結果を DWR へ戻す 
 

図 4. 検索語彙拡張モジュール 

 

 拡大 
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4.4 テキストマイニングに関して 

 
図 5. KH Coder によるテキストマイニング実行結果（一部分） 

 

 評価項目の最後として、ナレーションのテキスト部分についてテキストマイニング

実験を行った。当初の Word ファイルの状態のままでは号数、タイトルなどが混在し

ており、ナレーション部分に絞って解析を行うことが不可能であったが、適切なタグ

を付与することによってオートマティックにコーパスの選択及び抽出が容易に可能と

なった。 
 現時点ではナレーションの校正作業が完了していないことから、評価試験のためナ

レーションテキストの一部分を抽出し、マイニング実験を行った。解析にはフリーウ

ェアとして公開されている”KH Coder”（形態素解析、単語分類ツール）を利用した[13]。
結果については歴史学者の側で確認を受け、定性的な研究から定量的な研究へ向けて

の応用の可能性があるとの評価を得た。 
 

5. むすび 

 今回、国立歴史民族博物館及び川崎市市民ミュージアムとの共同研究として、戦後

の映像資料である「日本ニュース映画」について歴史研究資料及び、後の展示活用を

行うためのシステムの設計、提案を行った。また、それに付随して現行のデジタルア

ーカイブシステムについて広く調査を行い、その問題点について整理した。 
 近年、話題に上っている議論の一つに MLA(Museum,Library,Archives)連携がある[15]。
制度をはじめ、これまで別々の役割を担ってきた機関が、互いに連携を取りあい高め

合っていくための課題は山積している。システムについてもまたその一つであると考

える。ここでは、規模は小さいものの一つのアーカイブシステムの構築を通じて、汎

用性、拡張性に関する問題について工学的観点からの解決手段の一端を示した。 
 
 
(注 1) 当該分野の有する特徴として、1．システム構築を専門とする企業、また 2．館内のスタッフがシェア

ウェアなどを利用してデータを管理する、そして今回のように 3．大学と共同でシステム開発を行うという大

まかに 3 つのケースが想定される。それぞれがより良いシステムを作り出すためには相互の情報交換が不可

欠である。しかし、残念ながらそれぞれが情報交換を行える場は非常に限られるということができるであろ

う。今回取り上げたシステムの多くは、「人文科学とコンピュータ」シンポジウム及び、「アートドキュメン

テーション学会 50 周年 第 4 回アートドキュメンテーション研究フォーラム」企業展示ブースでの調査をも

とにしている。今後、学際的である当該分野発展においては、各機関の情報交換の場がさらに必要となるで

はないかと考える。 

（注 2）”Digital Archive”に関しては片仮名で表現する際、表記方法がそれぞれの機関で異なる場合が多い。本

稿においては「デジタルアーカイブ」で統一を行っているが、この部分のみ事例報告であることから、慶應

大学のホームページ内の表記に従った。 
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